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報告事項１　令和2年度　事業報告

　令和２年１月中旬に国内最初の新型コロナウイルス感染者の発表後、全国に感染が拡大し４月16日には
緊急事態宣言が全国に拡大された。本協会においては、研修等の対象者が医療従事者であることから、感
染が発生した場合には県内の医療提供体制に及ぼす影響が大きいことを考慮し、２月末より研修等の事業
を延期・中止とした。一方、日本看護協会及び県行政等関係機関と連携し、県民の健康と看護職の健康を
守ること、看護職の活動を支えることを目的に、５月１日に県より受託した「新型コロナウイルス対応看
護職員緊急確保事業」も含めた取り組みを実施した。詳細については、本要綱67～77ページ「新型コロナ
ウイルス感染拡大への対応」に掲載。
　５月25日に全国での緊急事態宣言が解除されたことを受け、事務局内会議で４月以降延期とした事業の
実施時期の検討と、８月以降の事業計画の見直しを行った。事務局で作成した「新型コロナウイルス感染
症対策マニュアル」による感染対策を遵守したうえで、見直し後の事業計画に基づく会議・研修会等を実
施した。

〇令和２年度重点方針４項目の概要
　　　

Ⅰ　地域包括ケアにおける看護力の強化と連携
　今年度は、本協会の常任委員会である在宅ケア推進委員会の活動内容を見直すとともに、平成30年度
より開始した、「医療圏別の在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業」を全医療圏に拡大し、
委員会との連携を図る計画であった。看看連携の第一歩である顔の見える関係づくりのための研修会等
の開催が難しい状況であることから、在宅ケア推進委員会では規程を見直し次年度以降の取り組みを検
討した。また、医療圏別の活動では、３年目となった岩国・長門・下関においては、検討会を基盤とし
行政、在宅、施設、病院で働く看護職が継続的に連携をする仕組みができた。関係づくりの第一歩を踏
み出せた。情報提供書を作成し活用できている等の高評価が得られた。令和３年度より、本事業の名称
を「在宅療養支援のための看護職連携推進研修」と改め、要項を改正し本協会支部事業としての位置づ
けを明確にして地域に定着させていくことを目指す。また、在宅ケア推進委員会と支部の連携により、
県全体で情報の共有にも取り組んで行く計画である。

Ⅱ　看護職の就業と定着の促進
　本県では、地域や就業場所による看護職の偏在があり看護職の確保は継続した課題であることから、
山口県ナースセンターを中心に就業と定着の促進のための事業に取り組んでいる。今年度は新型コロナ
ウイルス感染拡大への対応として、５月１日には「新型コロナウイルス対応看護職員緊急確保事業」を
県から受託し、チラシの作成・配布、ホームページ更新やメディアへの働きかけ等により再就業の呼び
かけを行うなど、潜在看護師の掘り起しと就業支援に重点的に取り組んだ。
　本協会が12月に行った「新型コロナウイルス感染拡大に伴う現状調査」で、看護管理者の80%が看護
職員へのメンタル面での影響を感じていると回答していた。コロナ禍において、健康で働き続けられる
持続可能な働き方、職場づくりの重要性は増している。今年度日程を短縮して看護管理者を対象とした
「ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場）を目指して」の研修会を行ったが、次年度以降も継続
して実施する必要がある。

Ⅲ　看護の質の向上とキャリア形成の促進
　地域包括ケアシステム構築が推進される中で、急性期から在宅医療までそれぞれの場で多様化、高度
化する看護職の役割を果たすためには看護職ひとり一人が個々のキャリアプランを立て、それに沿った
能力の向上を図ることが必要である。また、少子化による労働人口の減少を鑑みると、看護学生や新人
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看護師は将来を担う貴重な人材であり、職業人生の入口で挫折することが無いように指導・教育の体制
を整えていく必要があることより、令和２年度事業の見直しを行う中で、資格認定に関する研修や施設
において人材育成に位置付けられている研修は優先度が高いと考え実施した。
　また、看護制度委員会の活動内容を見直し、保・助・看（准）三職能を対象とした看護制度全般に係
る課題の検討と将来に向けた看護教育の課題等について話し合う場を設けることを計画していたが、コ
ロナ禍での場の設定が難しく、アンケートでの情報収集に留まった。

Ⅳ　組織力の強化
　地域包括ケア、地域医療構想、働き方改革などに関連する取組みが加速する中で、本協会には看護が
担うべき役割を支援する迅速な情報発信や事業への取組みが可能となる資金と人材といった組織力の強
化が課題である。昨年度は、組織力の強化に向けて会員数10,600人を目標とする２年計画の１年目であ
ったが、会員数は48人の減であった。常務理事会において、理事会よりの委任事項「組織強化のための
会員数増加に向けた取り組み」を検討した。結果については令和３年３月の理事会で報告したところで
あるが、次年度は常務理事会よりの提案に基づき会員増に向けた取り組みを強化する必要がある。
　また、コロナ渦でオンラインによる研修形態の普及が加速している中で、本協会でも事業再開にあた
って ZOOMを用いたオンライン研修を導入した。以降、研修内容も考慮しながら講師と調整を行い可
能な研修については、受講者は看護研修会館に集合とし、講師がオンラインで講義を行うといった方法
で開催した。危機時においての迅速な情報収集・意見集約・情報発信の必要性と共に、集合研修主体で
行ってきた本協会事業の実施形態についてオンライン研修などの選択肢を増やすことなどの検討も今後
必要である。
　本協会では、県内に11の支部をおき運営してきたが、将来に向け支部の活性化について検討する中で、
豊浦支部から会員施設数の減少などによる支部運営の課題が挙がっていた。この件につき豊浦・下関支
部長と協議し、常務理事会においても協議を行い、令和２年７月の支部集会において「豊浦支部を下関
支部に合併することについて」を提案し同意を得た。
　豊浦・下関支部は、昭和43年に日本看護協会山口県支部（当時）の副支部として設置され、昭和54年
の社団法人山口県看護協会の認可、平成24年の公益移行後も本協会の目的達成のために支部会員の努力
のもと継続して活動を続けてきた。地域的には、平成17年に下関市と豊浦郡４町の合併が行われ下関市
となったが、本協会としては２つの支部での体制を維持してきた。北部に位置する豊浦支部の会員数は、
平成24年度末が229人、令和元年度末245人と支部の努力により維持できているが、会員施設は平成24年
度末12施設であったのに対して、令和元年度末には７施設と大きく減少し、主な運営は支部内の２病院
が担う状況が続き負担となっていた。このことより、豊浦支部の活動に永年貢献されてきた方々の支部
への愛着も鑑みながらも支部の組織力の強化を図る目的で、豊浦支部の下関支部への合併を決定した。
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1）�看護教育に関する事項
⑴一般教育研修の実施

⑵認定看護管理者研修の実施
　

⑶新人看護職員研修事業
　（山口県委託）�

⑷助産実践能力向上事業
　新人助産師研修
　助産師研修
　（山口県委託）

⑸実習指導強化推進事業
　（山口県委託）�

①看護実践能力養成研修会　17コマ17日を実施 19コマ中止
　・受講者総数　801人／定員数1,110人（受講者／定員＝72.1％）

①認定看護管理者教育課程サードレベル　
　32日（R2.8.7～ R2.11.28）6科目　180時間　修了者　21人
②認定看護管理者教育課程ファーストレベル　中止

①検討会　�
　第1回　R2.7.15　出席者：12人
　第2回　R3.1.20　出席者：11人
②研修責任者研修　3日　17時間　受講者：24人
　（R2.10.31　R2.11.7　R2.11.17）
③教育担当者研修　5日　28時間　受講者：35人
　（R2.10.31　R2.11.3　R2.11.14　R3.2.9　R3.2.10）
④実地指導者研修　5日　28時間　受講者：49人
　（R2.8.26　R2.8.27　R2.9.8　R2.9.15　R2.10.2）

①新人助産師研修　6日　新人助産師受講者：18人
　（R2.8.8　R2.9.12　R2.10.10��R2.11.28　R2.12.5�　R3.2.20）
②助産実践能力向上研修　2回　
　第1回　R3.2.5　　受講者：15人
　第2回　R3.2.13　 受講者：11人

①検討会　
　第1回　R2.7.2　　出席者：12人
　第2回　R2.12.12　出席者：11人
②実習指導者養成講習会　43日
　R2.8.19～11.13　修了者　33人
③実習指導者と看護教員の相互研修　中止

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

1　看護教育及び学会等学術振興に関する事業
（公益事業）

事業報告は、定款第４条の８つの事業に沿って掲載
１　看護教育及び学会等学術振興に関する事業
２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
３　看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
４　�地域ケアサービスの実施及び促進並びに公衆衛生の普及指導等による人々の健康及び福祉の増進に
関する事業

５　公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
６　施設の貸与に関する事業
７　会員の福祉及び相互扶助に関する事業
８　その他本会の目標を達成するために必要な事業
※�新型コロナウイルス感染拡大への対策として、令和２年４月１日から６月30日の期間に計画をしてい
た研修会等で中止となったものについては、主な事業内容に中止と記載した。
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⑹�看護職員認知症対応能力向上
研修　（山口県委託）

⑺JNA収録DVD研修
　（日本看護協会委託）

⑻その他研修

⑼委員会

⑽�日本看護協会との連携会議・
研修への参加

2）医療安全推進事業
⑴�医療安全管理者の養成および
実践能力向上のための研修

⑵医療安全推進事業

⑶�医療安全管理体制の構築・充
実

⑷委員会

⑸日本看護協会との連携

⑹�看護職賠償責任保険の加入促
進

④実習指導アドバイザー派遣　中止

①検討会・打合せ会　　3回　　
　第1回検討会　　　　　　R2.8.7
　第2回検討会・打合せ会　R2.10.13
　第3回検討会　　　　　　R3.1.26
②研修の実施　
　前期　中止
　後期　3日（R2.11.14　R2.11.25　R2.12.8）　受講者：41人（修了証発行　38人）

①認知症高齢者の看護実践に必要な知識　1回
　2日（R3.1.15　16）　　受講者：71人�（修了証発行　69人）
　研修ファシリテータ（認知症看護認定看護師　1人）

①看護補助者の活用推進のための看護管理者研修　
　R2.10.9　受講者：64人
②�JNAラダーの普及・推進に向けたクリニカルラダー研修（JNAオンデマン
ド活用）　　1回　R2.11.19�受講者：44人

①教育委員会　9回
②認定看護管理者教育運営委員会��3回

①都道府県看護協会教育担当者会議　中止

①医療安全管理者養成研修（7日間45時間の研修）
　7日（R2.9.18～ R2.11.6）　受講者：42人　修了者：41人
　医療安全管理者養成研修フォローアップ研修　
　1日（R3.3.5）　受講者34人
②医療安全管理者スキルアップ研修 中止

①医療看護安全啓発
　医療安全情報きらめき掲載
　医療事故調査制度等施設、管理者への情報提供
　「看護職あなたのためのリスクマネジメント第5版」の啓発・普及

①�圏域の医療安全にかかわる看護職のネットワークの構築に向けた取り組み
の支援。
②医療安全管理者交流会 中止

①医療安全推進委員会　5回

①都道府県看護協会医療安全担当役員会議Web開催　
　R3.3.3　出席者：2人

①看護職賠償責任保険制度のPR
　・入会案内とともに送付
　・講習会・研修会時に周知を図る

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容
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3）学会等学術集会に関する事業
⑴山口県看護研究学会開催

⑵委員会

4）�図書室運営に関する事業
⑴図書の閲覧・貸出

⑵日本看護協会との連携

②看護職賠償責任保険制度サービス推進室の利用推進

①第20回山口県看護研究学会　中止　誌上発表

①学会委員会��3回

①蔵書管理
　書籍購入
　　定期購読雑誌・学会誌（22タイトル）：245冊
　　書籍：46冊　冊子：38冊
②図書貸出
　書籍・ビデオDVD貸出：410件
③文献検索・複写サービス（最新看護索引Web機関版・医学中央雑誌）
　医学中央雑誌へ文献複写依頼：9件
　山口県看護研究学会論文集・集録集・抄録集の文献複写依頼：8件
④図書室利用者：305人
　内訳　岩国：14人　柳井：20人　周南：67人
　　　　防府：56人　山口：72人　宇部：37人
　　　　小野田：9人　長門：7人　萩：2人
　　　　豊浦：2人　下関：9人　会員外（非会員・学生）：22人

①譲渡図書の受入　雑誌：22冊
②最新看護索引Web機関版の利用
③都道府県看護協会図書室担当者研修（Web開催）
�R3.1.29　出席者：1人�

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
（公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

ナースセンター運営協議会　R3.2.2　出席者15人

①第6次NCCS�（ナースセンター・コンピュータ・システム）の運用
　・求人・求職相談件数

求人 求職者 合計
983 1,626 2,609

　・求人・求職・就職者数
求人 求職者 就職者 就職率 求人倍率
4,064 1,039 123 11.8％ 3.91

②ナースセンター・ハローワーク連携事業
　連携事業連絡調整会議　

1）ナースセンター事業
⑴ナースセンター運営協議会
　（山口県委託）

⑵無料職業紹介　
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

　第1回　R2.7.16　出席者9人
　第2回　R3.2.19　出席者12人
③広報
　�ナースセンターだよりの発行、山口県ホームページ、本協会ホームページ、
市町広報等

①再就業支援研修（研修協力施設）
　開催時期：R2.8～ R3.3
　研修期間：26病院・訪問看護ステーションの協力のもと3～5日間の研修
　受講者：2人のうち就業者2人（就業率　100％）
　・地域別研修受講状況　周南市　1人、　山口市　1人
　・資格別研修受講状況　看護師　2人
②未就業看護職者対象研修（集合研修）　　
　1回目R2.7.30 中止
　2回目R2.10.7��参加者3人
③調整会議　　R2.1.26　
④広報
　�チラシを作成し各病院、県内ハローワーク、行政機関、図書館、相談者に
配布

①再就業コーディネーターによるハローワークでの出張相談、就業支援
　・ハローワーク別出張相談状況　R2.8～ R3.3
地域 岩国 徳山 防府 山口 宇部 萩 下関 合　計
回数 8 8 8  8  8 8 6 �54
件数 6 6 3 15 11 4 5 �50

　＊Ｒ2年5月～7月のハローワーク相談は中止
②再チャレンジ研修の調整、受講者の就業相談支援
③臨床心理士による専門相談　第4火曜日に実施
�　開催回数10回、相談件数2件
④調整会議　　
　第1回　R2.7.14　第2回　R3.3.2
⑤就業サポーターとの合同会議　　R2.12.1
⑥広報
　�ハローワーク出張相談に関するチラシを作成し、県内各病院、県内ハロー
ワーク、行政機関、図書館、相談者に配布

①サテライトでの相談、就業支援　R2.8～ R3.3
地域 岩国・柳井 周南 山口 宇部 萩・長門 下関 合　計
回数 8 8 8 8 32
件数 4 6 4 0 14

　＊�Ｒ2年5月～7月のサテライト相談は中止。また周南、下関地域において
は会場を開設せず電話対応とした。

②サテライトからの施設・看護学校訪問　22件
③調整会議
　第1回　R2.7.14　第2回　Ｒ3.3.2
④再就業コーディネーターとの合同会議　R2.12.1

⑶再チャレンジ研修　
　（山口県委託）

⑷�再就業コーディネーターの配
置（山口県委託）

⑸�就業支援サポーターの配置　
（山口県委託）　　
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

⑤広報
　�サテライト相談に関するチラシを作成し、県内各病院、県内ハローワーク、
行政機関、図書館、相談者に配布

①看護師等就業協力員研修会の開催　
　R2.10.13　参加者：19人
　「地域包括システムについて」
②�活動内容：進路相談、学校訪問、潜在看護師などの就業相談等の活動を行
った。新型コロナウイルス感染拡大防止のため病院などでの活動が充分で
きなかったとの報告が多かった。

①貸出件数
器材名 計

万能型成人実習モデル 5
呼吸音聴取シミュレータ 4
吸引シミュレータ 10
採血・静脈シミュレータ 13
装着式採血静脈練習キット 1
導尿・浣腸シミュレータ男性 6
導尿・浣腸シミュレータ女性 7

合計 46
　高等学校の看護科への貸し出しあり

①施設訪問などを利用して管理者に協力依頼
②届け出登録者に電話で情報提供などのサポート
③届出者の状況　

項　　　　目 人数
届出数 313
うち電話対応数 146
うち復職意向あり 125
うちeナース登録 �48

④届出者を対象とした実態調査
　対象者：317人　回答：81人　回答率：25.6%

①�看護職再就業支援相談会のあり方検討会（ハローワーク連携事業も兼ねる）
2回
　第1回　R2.7.16　参加者：9人
　第2回　R3.2.19　参加者：12人
②看護職再就業支援相談会の開催（ハローワークと共催）

下関会場 山口会場 周南会場
開催日 R2.11.18 R2.11.24 R2.11.30
場　所 海峡メッセ下関 パルトピアやまぐち 周南市文化会館
面談会
参加施設数 30施設 6施設 6施設

面談者数 51人 33人 24人
うち就業者数  5人  1人  3人

①毎月第1金曜日、第4火曜日に実施
　・演習内容別参加状況　�R2.5～ R3.3

⑹�看護師等就業協力員の育成　
（山口県委託）

⑺�演習器材の貸出　
　（山口県委託）

⑻�離職者・未就業者届出サポー
ト　（山口県委託）

⑼�看護職員再就業支援相談会　
（山口県委託）

⑽看護技術演習（個人研修）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

内容 採血・注射 吸引 合計
件数 16 5 21

　・資格別研修参加状況　R2.5～ R3.3（複数の資格保有あり）
資格 保健師 助産師 看護師 准看護師 合計
人数 1 0 9 13 23

①実習補完事業に関する調査
　調査期間：9.11～9.16　対象：22施設
②器材（フィジカルアセスメントモデルPhysiko）貸出　看護師等養成所5か所
　実習補助要員派遣　看護師等養成所4か所に5回

①山口県看護職員確保対策協議会　中止

①都道府県ナースセンター事業担当者会議（書面開催）　
　開催日：R2.7.3　
②都道府県ナースセンターとの地区別意見交換会（Web開催）
　開催日：R2.9.29　出席者：2人
③都道府県ナースセンター相談員研修（中央ナースセンター）（Web開催）
　開催日：R3.2.22　出席者：1人、R3.2.24　出席者：2人　

看護業務の紹介や看護職員となるための方法などのリーフレットを作成し、
県内中学校や高等学校、関係機関に配布
①作成80,000枚
②配布

配布先 配布枚数
県内の中学校（152校）・高等学校（95校） 70,600
県内各病院、県医師会、郡市医師会、看護師等学校、県
および市町等の関係機関  9,400

中止

中止

看護師等就業協力員及びナースセンター職員による中学校訪問の実施　
地　　　　域 訪問校数
岩国 2
柳井 2
周南 2
防府・山口 5
宇部・山陽小野田 6
長門 2
萩 1
下関 8
合　　　計 28

⑾�看護師養成所等における実習
補完事業
　（厚生労働省補助金事業）

⑿会議等への出席

⒀日本看護協会との連携

2）プレナース発掘事業
⑴�看護PRリーフレットの作成・
配布（山口県委託）

⑵1日ナース体験　
　（山口県委託）

⑶看護の魅力発見
　（山口県委託）

⑷看護職員の学校訪問
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①労働環境支援委員会　4回
②看護職員就労定着支援事業
　・ヘルシーワークプレイス研修会　2日（R3.11.19、20）　受講者：34人
　・病院等へのアドバイザー派遣による相談会　相談件数：1件
　・セカンドキャリア支援研修会　R3.12.17　受講者：16人　

①都道府県看護協会看護労働担当者会議（Web開催）
　R2.11.25　出席者：2人

　�医療勤務環境改善センターからの依頼を受け、支援対象施設に働き方等に
関するアドバイザーを派遣する業務　派遣件数：0件

⑴看護職員紹介マネジメント専門員の設置

⑵潜在看護師の掘り起こしと求人施設のマッチング
①潜在看護師掘り起こしのためのチラシ作成と配布
　第1弾　R2.5
　　未就業者紹介票付チラシ　20,000枚作成
　　一般住民向け未就業者支援チラシ　30,000枚作成
　第2弾　R3.3
　　一般住民向け未就業者支援チラシ　100,000枚作成
②ナースセンター事業の未就業者に電話及び来所時に呼びかけ
　看護職227人　求人施設　27施設
③新型コロナウイルス感染症に関する就業協力者の登録及びリスト作成

⑶潜在看護師を対象とした看護職感染症対応力向上研修会　2回
　第1回　R2.7.30　受講者：9人
　第2回　R2.8.6　 受講者：5人

⑷新型コロナウイルス軽症者等に係る宿泊療養施設の説明会　2回
　第1回　R2.9.17　参加者：8人
　第2回　R3.2.26　参加者：4人

⑸�山口県看護協会ホームページに「新型コロナウイルス対応」を特設し情報発
信　R2.4.22�ホームページに掲載

⑹144病院の看護管理者を対象に新型ウイルス感染症に関する現状調査
　第1回　調査期間：R2. 4.24～ 5.12　回収率：77.7％
　第2回　調査期間：R2.12.11～12.15　回収率：72.9％

⑺新型コロナウイルス感染症拡大時に対応する看護職員等の派遣調整
　①軽症者宿泊療養施設への看護師派遣調整
　　・調整のための病院訪問　12件
　　・調整の内訳　派遣病院：延べ10施設　派遣看護師数：延べ29人
　　　派遣日数：合計 125日
　②医療機関への派遣調整　※本協会での調整のみ記載

3）�働き続けられる職場づくり推
進事業
⑴拡��拡働き続けられる職場づく
りの啓発・支援

⑵日本看護協会との連携

⑶�医療勤務環境改善に関するア
ドバイザー派遣事業
　（山口県委託）

4）新�新型コロナウイルス対応
看護職員緊急確保事業

　　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

　　・調整の内訳　派遣病院：1施設　派遣看護師数：3人
　　　派遣日数：合計 15日

⑻クラスター発生医療機関の情報収集と支援　3施設　　

⑴看護職を対象とした相談窓口（電話）を設置
　R2.4.24～ R3.3.31�　相談件数：3件
⑵�認定看護師による入所施設向け新型コロナウイルス感染症対応研修（県と
協賛）
　開催状況

日時 8月28日 9月2日 9月10日 9月16日

会場 山口県看護
研修会館

下関市勤労
福祉会館 あいパーク光 山口県看護

研修会館
参加人数 35 48 69 72

⑶日本看護協会よりの防護具の配布
　県内　163施設にマスク26,000枚、39施設に防護服1,800枚配布

5）�新型コロナウイルス感染症対
応事業

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①保健師職能委員会　5回
②支部職能委員との合同会議　1回
③全国職能委員長会　Web開催　2回
④地区別保健師職能委員長会　Web開催　1回
�
①保健師職能集会の開催　中止
②保健師職能交流会の開催　中止
③支部連携として合同会議の開催　R3.3.20
④ひたむきな保健師取材、会報きらめき�掲載　3回
⑤ホームページ、会報・チラシによる情報発信

①研修会・交流会の実施　中止
②教育研修計画への参画　なし
③日本看護協会実施の研修会　中止

①保健師職能集会や交流会の開催　中止
②リーフレット、会員勧誘チラシ改訂版の活用
③ホームページによる情報発信

①助産師職能委員会　5回����������������������������������
②支部職能委員との合同会議　2回������������������������
③全国職能委員長会　Web開催　1回���������������������������������
④地区別助産師職能委員長会　Web開催　1回�����������������������������

①新人助産師研修の企画・運営・評価　5回
　新人助産師研修受講者：18人　　延べ受講者：93人

1）�看護業務の質の向上に関する
事業
⑴保健師職能委員会

　ア　�保健師の連携強化及びネ
ットワークの構築

　イ　�保健師の専門性を発揮す
るための資質向上の推進

　ウ　会員増加の推進

⑵助産師職能委員会

　ア　助産実践能力向上研修

３　看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
（公益事業）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

②助産実践能力向上研修の企画・運営・評価5回　3回中止
　助産師研修受講者：21人　　延べ受講者：26人
③教育研修計画への参画

①�助産師職能委員会の会議やメールを活用し周産期医療の現状と課題につい
て情報収集
②コロナ禍における周産期医療の現状や課題を検討
③山口県の現状を中四国ブロックの助産師職能と会議やメールで情報共有

①�支部助産師職能委員合同会議において各施設の体制や訓練の状況等を情報
共有
②災害研修で「風水害」の災害対策や災害の持ち出し物品について周知した

①助産師職能集会開催　中止
②支部連携：年2回支部合同研修開催、新人助産師研修の共同運営
③中四国ワークショップ 中止
④�会議の中止に伴いメール等でネットワークづくりを実施したが、強化まで
はいかなかった　

①「国際助産師の日」　中止
②ホームページ・会報誌「きらめき」の活用

①看護師職能委員会Ⅰ　6回
②支部職能委員との合同会議（R2.10月）　1回
③看護師職能Ⅱ合同会議　5回
④全国職能委員長会（看護師職能Ⅰ・Ⅱ）　Web開催　1回
⑤地区別看護師職能委員長会　Web開催　1回

①「看護師のクリニカルラダー JNA版」の活用普及に向けた活動
　�県内142施設を対象にJNAラダーに関する現状調査と令和元年度にクリニ
カルラダーの作成のための講習会に参加した5施設に対し、その後の実態
調査を行なった。

①病院管理者と行政保健師の連携強化に向けた活動
　連携強化に向けて病院管理者と行政保健師の交流会を引き続き検討
②看護師職能委員会Ⅱとの連携
　情報交換、合同会議の開催、交流会開催への協力

①会報「きらめき」の活用
②ホームページの活用
③支部職能委員会との連携強化、情報共有

①看護師職能委員会Ⅱ　7回
②支部職能委員との合同会議（R2.10）　1回
③看護師職能Ⅰとの合同会議　5回
④全国職能委員長会（看護師職能Ⅰ・Ⅱ）　Web開催　1回
⑤地区別看護師職能委員長会　Web開催　1回

①�拡�介護施設等職員の医療的知識習得研修（認定看護師出前講座）の開催　

　イ　�包括的母子保健推進にお
ける看護機能の強化

　ウ　�災害時における周産期の
体制整備と連携強化

　エ　�助産師ネットワークの強
化

　オ　広報活動推進

⑶看護師職能委員会Ⅰ

　ア　調査・研究活動

　イ　�連携強化および意識向上
のための取り組み

　ウ　�職能委員会活動の周知啓
発活動

⑷拡�　看護師職能委員会Ⅱ

　ア　�介護・福祉施設関係施設
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４　地域ケアサービスの実施及び促進並びに公衆衛生の普及指導等による人々の健康
　　及び福祉の増進に関する事業� （公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

14回

①看護師職能Ⅱ領域交流会��中止　
②看護師職能委員会Ⅰとの連携
　情報交換、合同会議の開催、交流会開催への協力

①会報「きらめき」の活用
②ホームページの活用
③支部職能委員会との連携強化、情報共有

①保健師職能集会　中止
②助産師職能集会　中止
③看護師職能集会　中止

①看護制度委員会　6回

①看護教育現場の課題把握のためのアンケート調査実施
　　20施設　204人を対象に実施　回収率：87.3％
②准看護師スキルアップ研修・進学支援　R2.12�.5　参加者：10人
　・JNAオンデマンド活用研修「感染予防の基本」
　　　　　　　　　　　　　　「誤嚥を予防する食事介助の基本」
　・情報提供「看護資格取得のための方法」
③感染管理認定看護師意見交換会　　R2.7.18　参加者：30人
　�テーマ「新型コロナウイルス感染症対策における課題把握と課題解決のた
めの意見交換会」

①全国准看護師担当役員会議 Web開催　R2.12.19　出席者：1人

①会報「きらめき」、HPへの活用、広報・活動報告

①助産師出向支援導入事業協議会　2回
　第1回　R2.10.8　　第2回　R3.3.25
②助産師出向に関する調査の実施
　期間：R2.10.26～11.16　対象：山口県内分娩取扱い施設30カ所
　回答：20施設（回答率　66.7%）
③助産師出向の支援
　意向調査結果より1施設の出向調整を行うが実施に至らなかった
④助産師出向支援導入事業研修会の開催
　テーマ：助産師実践能力強化
　参加者：19人

で働く看護職の資質向上
の推進

　イ　�連携強化および意識向上
のための取り組み

　ウ　�職能委員会活動の周知啓
発活動

⑸職能集会

⑹看護制度委員会

　ア　�拡�看護制度の課題解決へ
の取り組み

　イ　日本看護協会との連携

　ウ　広報活動

⑺助産師出向支援導入事業
　　（山口県委託事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

医療圏内の在宅療養支援に係る看護職員の相互理解の推進・連携の強化を図

1）�地域連携における看護の機能
強化事業
⑴�拡�在宅療養支援に係る看護職
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

る上での課題を抽出し、課題解決のために必要な知識や技術の習得研修を企
画することを目的に、病院・施設看護管理者、訪問看護ステーション管理者、
地域包括支援センター保健師等で検討会を設置。
①検討会　岩国：2回、柳井：2回、周南：1回、防府：4回、長門：2回
　萩：1回、下関 2回
②研修会　防府：1回、長門：1回、岩国、柳井、周南、下関は中止

①在宅ケア推進委員会　5回
②在宅ケア推進委員会規定の改定、活動方針の検討
③�在宅療養支援に係る看護職の連携強化事業（訪問看護実践研修）の検討会へ
の活動調査実施
④在宅療養を支える看護職の人材育成、離職防止
　�訪問看護新任者研修の開催 中止

①訪問看護師育成支援事業検討会�2回
②訪問看護研修ステップ１（新カリキュラムによる訪問看護初任者研修）
　5月～12月の間　�180時間　30日程度（見学実習3日程度を含む）　中止
③�中堅者から管理者対象研修（訪問看護師スキルアップ研修）の企画・実施�5
回計画のうち2回実施
　・R2.11.15　山口県訪問看護ステーション協議会との合同開催
　　「ケアの原点に立ち返るとき-コロナ禍のなかで-」　受講者：58人
　・R3.2.13　�管理者対象「訪問看護ステーションにおける感染症対策～管理

者の対応～」　　　受講者：51人
④訪問看護入門研修　2日間程度の企画・実施�
　3時間の講義のみ2日間で企画　受講者：延べ79人
⑤訪問看護実践研修の実施医療圏の拡大

①山口県訪問看護ステーション協議会との連携、協力
　R2.11.15　訪問看護師スキルアップ研修の共同開催
　受講者：58人（再掲）
②関係団体との連携協力
③都道府県看護協会・都道府県訪問看護連絡協議会合同会議
　Web開催　R2.11.19　出席者：2人

①経営目標に基づく安定した事業の実施
　・訪問看護ステーションについての周知活動
　・ケアマネージャーとの連携強化�
　・行政・医療機関・福祉施設との連携
　・24時間対応体制と緊急時対応の充実
　　ほうふ：42件　ひかり：45件　あぶ：90件
　・在宅看取り　ほうふ：1件　ひかり：5件　あぶ：6件
　・訪問看護などに関する電話・来所相談への対応
　　ほうふ：１件　ひかり：0件　あぶ：3件
　・利用者の受診介助　ほうふ：10件　ひかり：40件　あぶ：1件
　・介護保険事業の適正な運営
　・事業所の設備・機器・物品の管理
　・運営会議の開催　2回　R2.7.21　R2.12.7

の連携推進・強化
　�（山口県委託事業　訪問看護
実践研修）

⑵拡�在宅ケアの推進

⑶訪問看護師育成支援事業
�　（山口県委託）

⑷�日本看護協会及び関係団体と
の連携

�
2）�訪問看護ステーションの推進
に関する事業
⑴訪問看護ステーションの運営
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

②質の高い訪問看護サービスの提供　
　・訪問看護サミット2020（Web開催）への参加　1名
　・その他の研修参加　ほうふ：14回　ひかり：5回　あぶ：2回
　・サービス向上を目的とした課題の検討
　・介護者・家族へのサポート充実・強化
　・在宅サービス提供者との連携強化によるケアの拡充
　・利用者満足度調査（評価によるケアの向上）
　・サービスの質の自己評価
　・管理者会議の開催　10回
③訪問看護に関わる関連団体との協力
　・�看護学生などの実習受け入れ　�

ほうふ：32人　ひかり：0人　あぶ：12人
　・関係団体との連絡調整・会議
　・�市町村・社会福祉協議会・難病ネットワーク・地域ケア会議などへの参

加
　・地域住民の在宅医療・介護に対する啓発
　・訪問看護振興財団他団体との連携
④広報活動
　・本協会ホームページ
　・地域行事参加　訪問看護PRチラシ配布

中止

中止

①相談窓口の設置　
　相談件数：105件（がん相談：83件　がん以外：22件）
②他職種との連携による心理・療養生活・介護等の支援のための会議
　山口県がん総合診療連携協議会相談支援部会（Web会議）　
　R3.3.25　出席者：2人
③相談窓口利用促進のための広報
　広報用ポケットカード・カレンダーの作製と送付、救急絆創膏送付
　マスク作製、新聞広告掲載　6回　　防長バス車内案内　

①災害支援体制の整備・充実
　・災害支援要綱、災害派遣手順の見直し
　・災害時の受援要綱の作成　（延期）
　・冊子および電子冊子の作成、啓発
　・災害支援ナース登録システムの活用
　・災害支援活動物品確認、整備
②�「災害支援ナース育成研修企画・指導者研修」への参加による指導育成（開
催なし）

①災害支援ナース研修「基礎編」
　（災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～）　
　ＪＮＡ収録DVD研修 中止

3）健康相談・啓発等の事業
⑴「まちの保健室」活動の実施

⑵「国際助産師の日」活動支援

⑶がん総合相談窓口の設置
　（山口県委託）

4）�災害時の看護支援活動に関す
る事業
⑴�災害支援活動体制の整備、充
実

⑵�災害支援ナースの養成および
資質向上のための支援



― 26 ―

5　公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
（公益事業／法人事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

※法人事業
①通常総会（規模縮小にて開催）　6.11
②理事会　　R2.5.8、R2.7.30、31、R2.9.25、R2.11.26、27、R3.2.25、26
③法人会員会　R2.7.31、R2.8.18、R2.11.27、R3.2.26
④代議員研修会　中止
⑤都道府県看護協会政策責任者会議　R3.2.25
⑥都道府県看護協会会員情報管理情報交換会　R2.9.10
⑦全国准看護師理事会議　R2.12.10　

1）�日本看護協会との連携強化事
業
⑴諸会議等への出席
　（Web開催）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

②災害支援ナース研修実務編　中止
③災害支援ナースフォローアップ研修
　応募者多数のため、R2.10.14、11.18の2回実施　
　「避難所での支援活動
　　　　～新型コロナウイルス感染症を意識した感染症対策～」
　受講者：1回目 65人　2回目 50人
④災害支援ナースの新規登録　新規登録者：26人
⑤�災害支援ナース所属施設および看護管理者への情報の提供と共有、相互理
解の推進のための活動

①山口県総合防災訓練等への参加　訓練開催中止
②災害支援物品の整備
　�感染症に対応するための災害支援ナース活動物品〔マスク、手袋、消毒用
アルコール、非接触型体温計等〕の追加配置

①都道府県看護協会災害看護担当者会議　（Web開催）R2.11.11
②�日本看護協会、都道府県看護協会災害支援ナース派遣合同訓練に参加　
R2.12.8～10　3日間
③行政、医師会等の関係機関、JMAT等他団体との連携

①災害支援委員会　5回

①会員施設において県民を対象に看護の日・看護週間行事を開催
　6施設　参加者：1,705人
②ふれあい看護体験は学生等を対象として会員施設で開催
　2施設　参加者：7人
③「看護の心」普及活動
　・リーフレット配布

①県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐち出展　中止
②やまぐち未来のしごとフェスタ出展　中学生参加者：131人
③職場体験
④進路相談

⑶平常時の防災活動の推進

⑷�日本看護協会、関係機関、他
団体との連携および協働

⑸委員会

5）�「看護の日」及び「看護の心」Ｐ
Ｒ事業
⑴看護の日・看護週間行事開催
　

⑵看護のＰＲ
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６　施設の貸与に関する事業
（公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①本協会の目的に沿った事業を行う団体に対し会議室等を低廉な料金で賃貸
　0件
②会員及び支部に対し会議室等を無料貸出　11件

①名誉会員制の継続　
②各種表彰の候補者推薦
　叙勲、厚生労働大臣表彰、医療功労賞、日本看護協会名誉会員、
　日本看護協会長表彰、山口県優良看護職員知事表彰等
③山口県看護協会長表彰及び特別会長表彰の実施　5人表彰
④傷病見舞　7人、罹災見舞、休業見舞、死亡弔慰金　3人の支給
⑤会報「きらめき」を全会員へ配布
⑥レジャー施設入場支援　　中止
⑦レジャー施設等優待、割引　

1）研修会館の貸与事業
⑴公益目的使用への施設の貸与

1）�会員への福利厚生等に関する
事業
⑴福利・厚生事業

７　会員の福祉及び相互扶助に関する事業
（収益等事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

⑧都道府県看護協会広報担当役員会議　R3.1.15
⑨全国看護基礎教育担当役員会議　R3.2.10

※公益事業
⑩全国職能別交流集会　中止　　　　　　
⑪全国職能委員長会　R3.3.10、11
⑫地区別職能委員長会�R2.10.23
⑬都道府県看護協会・都道府県訪問看護連絡協議会合同会議　R2.11.19
⑭ナースセンター事業担当者会議　（書面開催）
⑮都道府県ナースセンターとの地区別意見交換会　R2.9.29
⑯ナースセンター相談員研修　R3.2.22、24
⑰都道府県看護協会教育担当者会議　R2.7.2
⑱都道府県看護協会災害看護担当者会議　R2.11.11
⑲都道府県看護協会看護労働担当者会議　R2.11.25　　　　　　　　
⑳都道府県看護協会医療安全役員会議　R3.3.3

①看護職資格の活用基盤強化を考える会　Web開催
　R2.12.24�参加者：37人
②日本看護学会委員会　2回（R2.6.23　12.24）
③地域包括ケアシステム推進にむけた保健医療福祉の連携強化に関する検討
　委員会　3回（R2.7.16　12.21　R3.2.5）
④�地域包括ケアの実現を支える保健医療福祉連携システムの構築事業に係る
ヒアリング等　12回
その他の協力の詳細については各事業計画を参照

⑵�日本看護協会が実施する事業
への情報提供並びに協力
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①相談支援センターの運営
分類 件数 分類 件数

就業関連の悩み 6 看護業務  6
進学・進路 2 職場環境 11
学習（研究）支援 0 その他  5

①支部活動の運営（※公益/収益等/法人）
②支部運営会議による協議

①健全な財産管理、運用（※法人）
　会館・事務局運営

①通常総会（※法人）規模縮小し開催　R2.6.28
②理事会（※法人）　7回
　常務理事会（※法人）　5回
　監査会（※法人）　2回
③その他事業（各種会議）（※法人）
　・支部運営会議　3回
　・推薦委員会（※法人）　3回
　・県・支部推薦委員合同会議（※法人）　1回
　・選挙管理委員会　1回
　・他、各種会議（※法人）

①地域の政策力強化（※法人）
　・看護管理者会議　R2.7.4　参加者：86人
②�理事会よりの委任事項として、入会促進に向けた対策を常務理事会で協議、
4回開催し目的の明確化、現状把握後具体策について検討　
③看護協会入会促進
　・入会促進用パンフレット、広報用リーフレットの配布
　　訪問看護ステーション・福祉介護施設等

①山口県民に看護の価値・魅力を伝える
　「看護の日」Nursing�Nowチラシ作製と配付
②�看護職自ら看護の魅力に気づき看護の持つ力を十分に発揮する機会を作る
取組の実施
　「今伝えたい看護の心・技・知恵」エピソードを看護職から募集
　　応募作品数　26作品
　　最優秀賞　1題、　優秀賞　3題を選考
③日本看護協会主催「看護の日・看護週間制定30周年ナイチンゲール生誕200
周年記念イベント　Nursing�Now：看護の力で未来を創る」イベント　Web
開催への参加　R3.1.21

1）看護職への支援事業
⑴相談支援センター活動推進

2）支部活動事業
⑴支部活動の推進

3）組織運営に関する事業
⑴適正な財産運営

⑵各種事業運営

⑶��拡�看護政策推進のための組織
強化事業

⑷プロジェクト事業
　�NursingNowキャンペーンin
山口

4）広報活動事業

８　その他本会の目的を達成するために必要な事業
（公益／収益等／法人）



― 29 ―

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①会報「きらめき」発行（※公益/収益等）
　・年3回全会員及び県内市町、各団体、未入会施設等へ配布
　・委員会活動、支部活動、ナースセンター情報等を掲載
②ホームページの更新、活用（※公益/収益等）
　・研修情報、委員会活動、支部活動、ナースセンター情報等を掲載

①会員増加の推進（※収益等/法人）
　・会員、非会員へ新着情報の随時広報
　・看護職賠償責任保険制度のPR、加入促進
　・「山口県看護協会入会のご案内」の配布
　　配布先：入会希望施設、未入会施設
　・「日本看護協会入会のご案内」配布
　　 配布先：入会希望施設、未入会施設
　・「日本看護協会事業案内」配布
　　 配布先：入会希望施設、未入会施設
②タイムリーな情報提供（※公益/収益等/法人）
　・逓送便　　　　　　　　1回/月
　・印刷物等配布

①入学式・戴帽式・卒業式等に祝文（※法人）
②見学・実習の受け入れ（※公益）
③卒業時に協会のPR（パンフレット等配布）（※法人）

①要望・提言・情報の提供（※法人）
　・令和3年度施策、予算措置についての要望書を提出
　・令和3年度地域医療介護総合確保基金（医療分・介護分）の事業提案
　・�令和2年6月2日　新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書を県知

事及び県議会議長に提出
　・日本看護連盟と山口県看護連盟との連携
　　�2020年度日本看護協会・看護連盟　都道府県看護協会・看護連盟合同会

議　R2.9.24
　　�2020年度中国・四国ブロック看護連盟会長・看護協会会長合同会議　

R3.1.15

①医療関係団体新年互例会（※法人）　中止
②研修会等の後援
③研修会等のチラシ配布、ホームページ掲載

⑴広報活動

⑵各種情報提供

5）他団体との連携
⑴看護教育機関との連携

⑵看護関連政策の推進

⑶他団体との共催行事
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【新人研修】

研修名（テーマ） 開催日（定員） 受講者数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

専門職業人として求められるもの　
～山口県看護協会について～
看護って素晴らしい！　
～新人ナースの皆さんへのメッセージ～

5/20（水）　 中止 0 0

【看護研究】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

楽しくわかる！看護研究　
「研究計画書作成の方法」 5/16（土）　 中止 0 0

楽しくわかる！看護研究
「量的研究と統計手法」（2日間）

6/11（木）、
6/12（金） 中止 0 0

【看護管理】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

【オンライン研修】
看護組織におけるサーバント・リ
ーダーシップ
～奉仕型のリーダーシップとは～

10/3（土） 67 63 4

管理者のタイムマネジメントとムダの削減の実践 5/23（土） 中止 0 0

プレ管理者向け研修

リーダーシップに必要な要素について学ぼう　 
～統率力・率先力・コミュニケーション力～ 7/31（金） 中止 0 0

自分の看護を見える化（概念化）しよう
～概念化のプロセスを学ぼう～（2日間）

9/4（金）、
9/5（土） 中止 0 0

【自己教育】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

論理的な「考え方」「話し方」のコツ 7/4（土） 中止 0 0

【オンライン研修】 会議（ミーティング）を変える！
ファシリテーションスキル（2日間）

11/27（金） 18 17 1

11/28（土） 中止

【オンライン研修】
ナースのためのストレスマネジメント
～自分が元気になれる方法を見つ
けよう～

令和3年
1/21（木） 40 40 0

令和2年度　一般教育研修実績報告
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看護実践能力【ニーズをとらえる力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

ウイルス性肝炎に関する
患者・家族指導に必要な知識を学ぼう 6/30（火） 中止 0 0

【DVD研修】 ハート先生の「ナースのための心電
図教室」

令和3年
2/17（水） 44 41 3

ハート先生の「心不全セミナー」 令和3年
2/18（木） 中止 0 0

【オンライン研修】 臨床推論トレーニング
データの読み方、考え方 11/12（木） 65 61 4

【オンライン研修】 フィジカル所見と画像検査
～アセスメントに役立つ画像診断～ 11/13（金） 76 74 2

看護実践能力【ケアする力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

【オンライン研修】事例から学ぶ高齢者看護に必要な
アセスメントとケア

令和3年
1/30（土） 40 40 0

指導者として学ぶフィジカルアセスメント
令和3年
3/18（木） 18 18 0

3/19（金） 中止

見過ごしてはいけない急変の兆候と対応 7/7（火） 中止 0 0

【オンライン研修】 顧客満足度アップで目指せクレームゼロ！
～クレームにならないための初期対応～ 10/30（金） 48 44 4

感染対策の基本と最新情報
～病院所属者向け感染セミナー～ 10/7（水） 71 64 7

在宅・介護福祉施設のための感染対策の基本 12/5（土） 24 23 1

看護師に求められる薬剤知識 12/11（金） 63 63 0

やる気スイッチを入れるコーチング 8/29（土） 中止 0 0

ベッドサイドの摂食嚥下ケア 7/30（木） 中止 0 0

褥瘡ケアの基本と応用
～こんなときはどうする？実践にいかすためのポイント～ 9/12（土） 中止 0 0

糖尿病患者のフットケアの実践とセルフケア指導
～足病変をいち早く見つけ患者に必要なケアを
提供しよう～

11/21（土） 22 22 0
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看護実践能力【協働する力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

医療従事者の安全を考えるノンテクニカルスキル 5/30（土） 中止 0 0

災害発生！その時あなたはどう動く!?
～災害時、施設における受援体制について～ 9/25（金） 中止 0 0

地域の社会資源・制度を活用しよう！ 9/16（水） 中止 0 0

山口県の地域包括ケアの現状と取組
～今、看護職ができることを考えよう～ 10/16（金） 中止 0 0

いまさら聞けないタバコのこと
～加熱式・電子タバコについて～ 7/14（火） 中止 0 0

看護実践能力【意思決定を支える力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

【オンライン研修】 認知症患者のエンドオブライフケア 11/7（土） 60 60 0

患者・家族に寄り添い、悩み、ともに考える
～ AYA世代がん患者の意思決定支援～ 12/15（火） 32 32 0

「人生会議」
～アドバンス・ケア・プランニングを考える取
り組み～

8/19（水） 中止 0 0

【オンライン研修】
事例を通して学ぶ臨床倫理
～ナースの困ったに応える倫理相
談室～

令和3年
2/6（土） 50 49 1

アンケート枠

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

【オンライン研修】
認知症を持つ人の理解と関わり方
～パーソンセンタード・ケアを学
ぼう～

10/29（木） 63 56 7
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岩国支部事業報告
� 支部長　早瀬敏子

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護職間の連携強化
2）在宅現場の医療・看護・介護従事者とのスムースな連携の仕組みづくり

評価と今後の課題 予定事業は新型コロナ感染拡大防止のため、開催が中止となった。
訪問看護実践研修で、医療・看護・介護従事者の連携・ツールの活用状況を報告し、
課題を検討予定であったができなかった。次年度は、課題を明らかにし、課題解決の
取り組みが報告できるように取り組んでいく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修：支部研修会　　　　　　　　　　　　 中止
2）職能研修：岩国市医師会コ・メディカル研修会　　　 中止
3）3支部合同看護マネジメント研究会（開催地　柳井市）　中止

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　�支部長に案内送付された労働環境に関わる研修に、施設の県協会の代表者と連携し
支部会員に研修参加を働きかける
2）看護職資格の活用基盤強化を考える会　R2.12.14

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事、国際助産師の日の開催　各施設で実施
2）「いいお産の日」啓発事業　各施設で実施
3）まちの保健室開催　中止
4）進路相談　各施設で実施
5）在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化事業（県委託事業）
　訪問看護実践研修検討会　1回開催　研修会中止
6）地域包括ケア・認知症予防の啓発事業
　「岩国市地域包括ケア推進大会」開催　中止

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰者推薦事業
2）看護職交流会　　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実
　⑴看護学校入学祝電
　⑵看護学校卒業式祝電
2）支部集会　R2.7.27　出席者：11人　委任状：354人　計：365人
3）支部役員会　2回
4）支部委員会
　⑴職能委員会　1回
　⑵教育委員会　1回
　⑶推薦委員会　1回
　⑷選挙管理委員会　1回
5）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」への投稿
　⑵県協会ホームページへの投稿

令和 ２年度　支部事業報告
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柳井支部事業報告
� 支部長　守田教子

活動目標 1．地域における看護職の連携強化、看護の質の向上
2．会員相互の親睦を図り、連携を深める

評価と今後の課題 支部事業計画は、コロナ禍の影響により、やむを得ず教育研修及びまちの保健室は中
止となった。看護職の連携強化、看護の質の向上のために役員・委員の活動は、新型
コロナウイルス感染対策マニュアルに沿い必要最低限のみの実施となった。今後は、
感染対策も踏まえた上で、安全に活動ができるように取り組んで行く。
在宅療養支援に係る連携推進・強化事業については、訪問看護を知るための検討会を
実施した。今後も、引き続き開催していく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修　中止
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴第3回3支部マネジメント研究会　中止

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　県協会労働環境支援委員会の研修参加を働きかける

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」PR事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催
　　①各施設ポスター掲示
　　②Nursing�Now�キャンペーン：各施設、ポスター掲示及びグッズの配布
2）健康相談・啓発などの事業
　⑴まちの保健室　中止
　⑵進路相談　各施設で実施
3）在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化（県委託事業）
　⑴訪問看護実践研修検討会　①2回開催
　⑵訪問看護実践研修　中止

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生などに関する事業
　⑴表彰候補者の推薦　県協会の協力

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部組織の強化に関する事業
　⑴支部活動の充実
　　①地域会議へ出席
　　②看護学校4校　入学式、卒業式の祝電
2）組織運営に関する事業
　⑴支部集会
　　Ｒ2.7.22　出席者：15人　委任状：478人　合計：493人
　⑵支部役員会　1回
　⑶支部委員会
　　職能委員会、教育委員会、推薦委員会、選挙管理委員会　1回
3）広報活動事業
　⑴広報活動　県協会広報「きらめき」への投稿
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周南支部事業報告
� 支部長　久保しのぶ

活動目標 1）会員の看護の質の向上を図る
2）会員相互の親睦を図り、連携を深める

評価と今後の課題 コロナ禍のため計画していた研修会、交流会が中止や延期になってしまい、活動目標
を達成することが出来なかった。在宅療養支援に関しても同様だったため、次年度は、
感染対策を行いながら会議・研修会を開催し会員相互の親睦、連携を図っていく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業　延期
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴3支部合同看護部マネジメント研究会（柳井支部担当）　中止

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり
　　①県協会主催の事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」ＰＲ事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催
　　①各施設　中止
2）健康相談・啓発などの事業
　⑴まちの保健室　中止
　⑵国際助産師の日事業　①イベント「いいお産の日」　中止
3）在宅療養支援のための看護職連携推進研修（県委託事業）
　検討会　1回　研修会　延期
4）その他
　「リレーフォーライフジャパン2020やまぐち」　中止

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生等に関する事業
　⑴表彰候補の推進
　　①県協会へ協力
　⑵その他事業
　　①看護管理者交流会（中堅看護師）　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　Ｒ2.7.18　出席者：16人　委任状：1,540人
2）支部役員会　5回
3）支部委員会
　⑴職能委員会 4回　⑵教育委員会 4回　⑶推薦委員会 1回
　⑷選挙管理委員会 1回
4）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」へ周南支部活動報告投稿
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防府支部事業報告
� 支部長　石田美江

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護力の強化
2）まちの保健室活動の充実

評価と今後の課題 新型コロナウィルス感染症の影響でまちの保健室活動等、中止となる事業が多くあっ
た。看護研究指導は10月より感染防止策をとり再開、在宅療養支援に関わる看護職連
携の取り組みは、集合研修をオンライン研修に変更し柔軟に対応した。今後Web活用
や状況を考慮し感染防止策をとってできる活動を積極的に行っていく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護研究研修会
　⑴R2.10.10　⑵R2.12.12　⑶R3.3.13中止
　　講師：中谷信江先生（山口県立大学）
　　研修名：支部看護研究研修会　　　講師：中谷信江先生（山口県立大学）
　　受講者：2施設　2グループ　のべ12人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①県協会労働環境支援委員会の研修参加への働きかけ

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」ＰＲ事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催　中止
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室開催　中止
　⑵進路相談・看護職の就労支援　中止
　⑶国際助産師の日事業　中止
3）保健師交流
　⑴保健師情報交換会　R3.3.20　参加者：10名
4）その他の事業
　　①地域行事での救護協力　依頼なし
5）地域連携における看護の機能強化事業（県委託事業）
　⑴在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化
　　①検討会　4回（うちオンライン3回）
　　②研修会　1回　オンライン研修　R2.10.24　参加者：37人
　　　�講演　テーマ「住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし続けるためには」～

へき地医療の経験から～　GW（ワールドカフェ方式）
　　　講師：原田昌範先生（山口県立総合医療センターへき地支援センター長）

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員の福利厚生等に関する事業
　⑴表彰候補者の推薦
　　①県協会へ協力
　⑵その他の事業
　　①親睦会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

⑴地域会議への出席 6回　書面決議含む
⑵支部集会　R2.7.18出席者：29人　委任状：593人　計：622人
⑶支部役員会　6回（書面決議1回）
⑷支部委員会
　①職能委員会 5回　②教育委員会 3回　③推薦委員会 1回
　④選挙管理委員 1回
⑸広報活動
　①県協会報「きらめき」への投稿
　②協会ホームページへ投稿
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山口支部事業報告
� 支部長　中村幸江

活動目標 地域包括ケアにおける看護力の強化を図る

評価と今後の課題 目標達成の為、地域のために支部活動を強化しなくてはならないが、新型コロナウイ
ルス発生に伴いすべての活動制限が、強いられた1年であった。現在の状況に合わせた
感染対策をテーマにした研修会も企画したが医療機関での感染が発生したため中止に
なってしまった。コロナ渦でできる活動は何か試行錯誤しながら検討はしたが、結果、
実際の活動へは繋げられなかった。次年度は、コロナ渦の中でも活動できる内容の検
討を深め実践に繋げ、活動の強化に努めたい。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修
　　Ｒ2.12.26　中止
　　　テーマ「感染対策の基本と実際～流行期への備えと発生時の対応～」
　　　講師　山口県立大学　看護栄養学部　家入裕子先生
　⑵看護研究指導
　　①支援制度の案内をしたが、希望施設はなく実施なし

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①県協会主催の事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び看護週間行事の開催　中止
2）「まちの保健室」　中止
3）国際助産師の日事業いいお産の日イベント　中止
4）地域連携推進委員会企画研修
　研修企画は中止
　委員会にて、看護情報提供書の改訂の為の見直しと作成

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦
2）その他の事業
　支部研修会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部組織の強化に関する事業
　⑴支部活動の充実
　　①看護学校 3校　入学式、戴帽式、卒業証書授与式　祝電
　　②地域会議への出席　8回（うち4回書面会議）
　　③介護認定自立支援認定審査委員　推薦
2）組織運営に関する事業
　⑴支部集会　規模を縮小して開催　R2.7.4　出席者：17人　委任状：1220人
　⑵支部役員会　5回開催（うち1回書面会議）
　⑶支部委員会　職能委員会　　　　　5回（うち1回書面会議）
　　　　　　　　教育委員会　　　　　5回（うち1回書面会議）
　　　　　　　　地域連携推進委員会　5回（うち1回書面会議）
　　　　　　　　推薦委員会　　　　　4回（うち1回書面会議）
　　　　　　　　選挙管理委員会　　　1回



― 38 ―

宇部支部事業報告
� 支部長　髙見由美子

活動目標 地域ケアサービスの充実と看護職の連携強化

評価と今後の課題 今年度は新型コロナウイルスの影響で、予定していた研修をすべて中止した。感染予
防の観点から次年度は前半に研修を行うこととし、研修計画準備を行った。まちの保
健室等の地域ケアサービスの実施も中止となっており、活動はできなかった。今後は
県からの情報や他支部の状況、感染状況をみながら可能な活動を工夫しながら行って
いく。在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化については委員の選出を行ったの
で、次年度より本格的な活動を小野田支部と共同し問題点の抽出・研修会開催を行っ
ていく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　⑴支部教育研修会
　　①7月：意思決定支援に関する研修　中止
　　②2月：看護研究に関する研修の予定　中止

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護の心PR事業
　⑴�各施設で看護の日及び看護週間行事を新型コロナウイルス感染予防対策を行い実

施
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室・助産活動　中止
　⑵くすのきカントリーマラソン大会への救護協力：地域からの救護要請は辞退
3）在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化（小野田支部と合同）
　10月に県より説明を受け委員10名を選出

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生等に関する事業
　⑴職能合同研修会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　5回
2）支部委員会　教育委員会　3回　職能委員会　2回　推薦委員会　1回
3）支部集会　R2.7.18（土）　出席者：15人　委任状：1864人
4）その他
　⑴看護学校入学式祝電（2校）　卒業式祝電（2校）
　⑵地域会議への出席等
　　①宇部市防災会議　書面会議3回（5月・1月・3月）
　　②宇部市障害者自立支援審査会　委員推薦
　　③宇部市介護認定調査会　委員選任
　　④宇部小野田医療圏地域医療構想調整会議　書面会議1回
　⑷広報活動
　　県協会報「きらめき」投稿　1月
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小野田支部事業報告
� 支部長　勝間とみ江

活動目標 地域包括ケアシステム推進の一助となるよう、地域に密着した事業を展開する
1）支部看護職へ教育研修を実施し、質の向上を図る
2）地域活動を通して地域の人々の健康向上に貢献する
　（Nursing�Now�キャンペーンへ参加）

評価と今後の課題 今年度は新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため予定の事業が中止となる中、支
部活動として何ができるか、どのような方法なら可能かを協議した。教育研修会を当
初予定していた実践スタイルの研修から所属施設で受講できるオンライン研修へ、同
一テーマを2日開催、休日開催から平日時間外開催へ、研修時間を40分とするなど工夫
し実施した。未だ新型コロナウイルス感染症の終息がみえないため、ITの活用や感染
対策をとり、状況に応じた工夫をしながら事業展開に取組むことが課題である

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）支部教育研修会　2回（教育委員・職能委員の合同）
　⑴R3.2.5、2.12　両日同テーマのオンライン研修（共催：（株）大塚製薬工場）
　　「経口摂取回復に向けた口腔ケアの意義　―口腔ケアと誤嚥性肺炎―」
　　講師：（株）大塚製薬工場　広島支店　学術担当　竹田隆久氏
　　受講者：92人（看護職88人、介護職4人）

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）県協会主催事業への協力
2）働き続けられる職場づくり支援：具体的活動なし
3）就業促進：具体的活動なし

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」行事　中止
2）「国際助産師の日」「いいお産の日」行事　中止
3）「まちの保健室」　中止
4）山陽小野田市主催ＳＯＳ健康フェスタユーチューブ動画募集への参加見送り
5）看護体験　中止
6）在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業（宇部支部と合同）
　⑴委員の選任

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦　県協会への協力
2）支部交流会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　R2.7.18　出席者：18人　委任状：492人
2）支部役員会　3回
3）支部委員会
　⑴職能委員会・教育委員会の合同委員会　2回
　⑵推薦委員会　1回　⑶選挙管理委員会　1回
4）支部活動の充実
　⑴地域会議への出席（WEB会議・書面会議含む）
　　①山陽小野田市高齢者保健福祉推進会議
　　②宇部・小野田医療圏地域医療構想調整会議
　　③山陽小野田市健康づくり協議会
　　④山陽小野田市在宅・医療介護連携推進協議会
　　⑤山陽小野田市在宅・医療介護連携推進協議会連携システム部会
　　⑥山陽小野田市在宅・医療介護連携推進協議会研修・広報部会
　　　山陽小野田市健康づくりの推進に関する医療保健専門職団体プロジェクト会議
5）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」のへ投稿



― 40 ―

長門支部事業報告
� 支部長　花島まり

活動目標 地域包括ケアにおける看護職の連携の強化する

評価と今後の課題 令和2年度は感染症予防対策のために、電話やFAX、メールでのやり取りで会議等は最
小限で行った。計画していた事業はほぼ中止となった。今後は感染症対策を十分に行
ったうえで集合研修を企画開催すること、双方向性のオンラインを使った会議や研修
ができる環境を整えていくことが課題である。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修　中止
　⑵WEB研修　各施設で実施
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴支部看護研究指導：8グループ①R2.7.6（月）②R2.11.9（月）
　⑵看護研究発表会　中止

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　県協会研修に参加
2）看護管理者会議
　長門市内の病院・施設等の看護管理者会議 1回
　→郵送によるアンケート調査を実施

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）�「看護の日」及び「看護の心」、ＰＲ事業「Nursing�Now」キャンペーン：看護の日・看
護週間4施設で実施
2）まちの保健室　中止
3）国際助産師の日事業：「助産師まつり」：Ｒ2.10.9中止
4）進路相談：一日看護体験、職場体験時に実施：Ｒ2.10.9～23
5）在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業（県委託事業）
　検討会2回、研修会1回の実施

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦　県協会へ協力
2）地域の看護職員交流会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　5月支部メールを使用し情報交換
2）支部委員会
　⑴職能委員会　2回　⑵教育委員会　3回
　⑶推薦委員会　1回　⑷選挙管理委員会　1回
3）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」の投稿
　⑵支部広報誌「ふれあい」の作成3月発行
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萩支部事業報告
� 支部長　後根恵美香

活動目標 地域包括ケアにおける看護職の連携を強化し、萩医療圏の看護職の連携強化と課題解
決に取り組む

評価と今後の課題 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施予定の事業が中止となる事が多く、
地域の課題解決に向けた取り組みが行える機会が少なかった。その中で、診療看護師
による研修会を開催し、地域の課題について考える機会を持つことができた。在宅療
養支援に係る看護職の連携推進・強化事業も今年度より開始となったので、次年度も
看護職の連携強化と課題解決に向けて取り組んで行く。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　支部と三職能合同の研修会　1回（R3.11.28）
　　「地域における診療看護師の役割と活動の実際」
　　診療看護師　糖尿病認定看護師　中山法子氏　出席者：38人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事の開催　中止
2）まちの保健室　中止
3）国際助産師の日事業
　まちの保健室と同時開催　中止
4）在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業（県委託事業）
　⑴検討会　1回　R3.2.8　出席者：8人
5）その他の事業
　⑴地域行事での救護協力　地域行事の中止

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦　県協会への協力
2）その他の事業
　⑴交流会・親睦会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　5回
2）支部委員会
　⑴職能委員会　1回
　⑵教育委員会　4回
　⑶推薦委員会　1回
3）支部活動の充実
　⑴地域会議へ出席
　　①萩市中央人権施策推進委員会 R3.3.11
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豊浦支部事業報告
� 支部長　丸山千恵乃

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護職間の連携と看護力の強化
2）看護の質向上

評価と今後の課題 コロナ渦において、教育研修会、まちの保健室事業の実施が出来なかった。
次年度から下関支部と統合となるため、事業活動が円滑に行える体制を整えていくこ
とが課題である。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　⑴支部研修会　中止
　　「今、求められる感染対策について」
　　日時：R3.1.30
　　場所：下関市豊田生涯学習センター

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間
　⑴Ｒ2.5.12　各施設で実施
　⑵ナーシングナウキャンペーン推進事業
2）まちの保健室　中止
3）国際助産師の日事業　中止
4）進路相談・その他事業
　各施設で職場体験・インターンシップの開催

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦
2）その他の事業　⑴交流会　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　R2.7.18
　出席者：9人　委任状：213人　合計：222人
2）支部役員会　1回開催7月
　メールで報告（8月、11月、3月）
3）広報活動
　県協会報「きらめき」への投稿
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下関支部事業報告
� 支部長　田中康代

活動目標 地域包括ケアに求められる看護力の強化と連携。
1）地域教育ネットワーク（認定マップ）を活用する。
2）臨床現場の看護実践能力の底上げを行う。

評価と今後の課題 今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定していた事業が中止となった。
令和3年4月より、豊浦支部と統合のため、今後の事業の実施について、地域の状況や、
会員の要望等から、今後の活動方法を検討していきたい。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修会（教育委員会主催）　非会員も含み2回開催予定であったが中止
　⑴医療に携わる者としての倫理～超高齢社会のACPを考える～　中止
　⑵高齢者のフィジカルアセスメント～不調のサインを見逃すな～　中止

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援　県協会主催事業への協力
2）看護職の人材確保・就業支援　中止

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」「国際助産師の日」PR事業
　⑴各施設で看護の日及び看護週間行事の開催
　⑵「看護の日」記念イベント、「国際助産師の日」記念事業　合同開催　中止
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室開催：常設2ヶ所（ゆめシティー・シーモール下関）　中止
　⑵地域行事での救護協力（海峡マラソン・歴史ウォーク）　中止
3）在宅療養支援に係る看護職の連携推進の強化（県委託事業として取り組み）
　⑴検討会の開催 1回
　⑵研修会等の開催　中止
　　※「しものせき看看連携シート」の活用依頼

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生
　⑴研修会開催（職能委員会主催）　中止
　⑵会員交流会　1回　中止

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実
　⑴支部役員会　4回　5月（書面）、12月、1月、3月
　⑵支部委員会
　　①職能委員会　1回
　　②教育委員会　1回
　　③まちの保健室委員会　1回
2）支部組織強化
　⑴地域会議への出席（医療対策協議会、医療・介護ネットワーク、防災　他）


